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論理と感性のあいだ
Between Logic and Sensibility 

野家啓一

　　「論理と感性」という魅力的なテーマから私が直ちに連想したの
は、パスカルが『パンセ』の冒頭で区別した二種類の心の働き、すなわ
ち「幾何学の精神」と「繊細の精神」との対比である。幾何学の精神と
は、明らかな原理から一歩一歩誤りなく証明の道をたどる論理的な推論
能力を意味する。他方の繊細の精神とは、現実的な事柄について正しく
公平に理解し判断する能力であり、そのためには「推理の運びによって
ではなく、一遍で一目で見なければならない」(1) と言われる。いわば「直
感（直観）」による把握ということであろう。実際、パスカルは繊細な事
柄について「このほうの原理はほとんど目に見えない。それらは、見え
るというよりはむしろ感じられるものである」(1) と述べている。
　この幾何学の精神と繊細の精神の対比は、現代で言えば、理系と文

系の頭の働き方の違いということになろう。そしてパスカルによれば「幾何学者が繊細で、繊細な人が
幾何学者であるのは珍しい」(1) のである。では、両者を統合することはできないのであろうか。一つ
の手がかりを与えてくれるのは、幾何学的論証の構造をきわめて明晰に分析したパスカルの遺稿『幾何
学的精神について』である。そこで彼は、最も厳密な論証を構成する方法として二つの事柄を挙げて
いる。「一つは、あらかじめその意味を明確に説明しなかった用語は一つも用いないこと、他は、既知
の真理によって証明されなかった命題は決して提出しないこと」であり、つまりは「あらゆる用語を定
義し、あらゆる命題を証明する」ことにほかならない。だが、この理想は実行できない。当然ながら、
すべての用語を定義し、すべての命題を証明しようとすれば、それに先行する用語や命題に遡らざる
をえず、無限後退か循環論法に陥ることは必定だからである。
　そこでパスカルは、もはや定義しえない「始原的な語」と証明するまでもなく明白な「原理」に到達
したところで満足すべきことを提案する。現代的に言えば、無定義用語と無証明命題（公理）で打ち
止めにするということであろう。これは 20 世紀数学を領導したヒルベルトの思想（公理主義）を先取
りする先駆的議論と言わねばならない。それでは、始原的な語の適切さと原理の正しさは、何によって
保証されるのであろうか。パスカルは「自然の光によって」と答える。すなわち「幾何学の提出するいっ
さいのものは、自然の光によってか、証明によってか、完全に論証される」のである。
　この「自然の光」は、通常は人間理性を意味するものとされているが、『パンセ』の中の「われわれ
が真理を知るのは、推理によるだけでなく、また心情によってである。われわれが第一原理を知るの
は、後者によるのである。（中略）原理は直感され、命題は結論される」(282) という断章に照らせば、

「直感（直観）」と考えることができる。理性による論証が行き詰るところでは、心情による直感（直観）
が働き始めるのである。むろん、心情とは先の「繊細の精神」のことにほかならない。このことについ
て、三木清は『パスカルにおける人間の研究』において「直観は論理と同じ仕方においてではないけれ
ども確実であることにおいて変りはない」として、「論理の根底には直観がある。直観は論理の初めと
終りとに立っている」と述べている。いわば論理と感性とはメビウスの帯のように、ねじれながらも深
く結びついているのである。
　パスカルは人間を無限と虚無との「中間」にある存在と規定した。人間はまた論理と感性の「中間」
にある存在でもあろう。人はパンのみにて生きることができないように、論理のみで生きることはでき
ない。「人は愛の諸原因を秩序立てて説明することによって、愛されるべきであるということを証明し
はしない。そうしたら滑稽であろう」(283) と言われる通りである。グローバル COE プログラム「論理
と感性の先端的教育研究拠点」が、論理と感性の「あいだ」にある人間のあり方を解明するとともに、
幾何学の精神と繊細の精神を併せもった若手研究者を育成されることを刮目して期待したい。

（付記：パスカルからの引用はすべて人文書院版『パスカル全集』全三巻による。引用文の後の数字は
ブランシュヴィック版『パンセ』の断章番号を示す。）
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